
１ ビタミンＢ１２の代謝について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａＲＮＡ合成に利用される。

ｂ内因子とは結合しない。

ｃ回腸末端部で吸収される。

ｄヒトの体内で合成される。

ｅトランスコバラミンと結合して輸送される。

２発熱性好中球減少症について誤っているのはどれか。

ａ重篤になりやすい。

ｂ起因菌が同定されないことが多い。

ｃ好中球が低下した際に起こす感染症である。

ｄ重症感染症により好中球減少をおこす病態である。

ｅ起因菌同定前に、緑膿菌までカバーする抗菌薬を十分量投与する。

169蚕９，

Ｌ

３正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ神経筋疾患患者では肺胞低換気に注意が必要である。

ｂ死腔換気に伴う呼吸不全では高炭酸ガス血症を伴う。

ｃ過換気症候群では発作時に酸素解離曲線は右方編位する。

ｄび慢性汎細気管支炎では病初期より慢性呼吸不全を呈する。

ｅ肺気腫患者に酸素療法を行う際にはCO2ナルコーシスに注意が必要である。

４低血糖をきたさないのはどれか。

ａインスリノーマ

bSheehan症候群

ｃダンピング症候群

dPrader-Willi症候群

ｅインスリン自己免疫症候群

５排卵期の頚管粘液について、誤っているのはどれか。

ａ無色透明。

ｂ牽糸性１０ｃｍ以上。

ｃ頚管内に０，３，J以上分泌される。

ｄ乾燥後に全体にシダ状結晶を認める。

ｅエストラジオールのピークに一致して最大量となる。

－１０９－１－

ｒ刃
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６喫煙との因果関係が最も強い泌尿器科疾患はどれか。

ａ勝l光癌

ｂ陰茎 癌

ｃ腎細胞癌

ｄ前立腺癌

ｅ精巣腫傷

７嚢胞性牌疾患について正しいのはどれか。

ａ粘液性嚢胞腫傷は男性に好発する。

ｂ粘液性嚢胞腫傷の好発部位は牌頭部である。

ｃ３ｃｍ以下の粘液性嚢胞性腫傷は経過観察でよい。

ｄ膝管内乳頭粘液性腫癌の嚢胞は主膝管と交通している。

ｅ豚管内乳頭粘液性腫傷では組織学的に卵巣様間質を認める。

８閉塞‘件巾衿性血管炎について正しいのはどれかＣ

ａ高血圧は症状を増悪させる。

ｂ飲酒との関連が指摘されている。

ｃ血清γ‐グロブリン値の上昇を伴う。

ｄ四肢末端の難治性潰傷を生じやすい。

ｅ外腸骨動脈から侵されることが多い。

９多発性硬化症について正しいのはどれか。

ａ男性に多い。

ｂ高率に抗核抗体を認める。

ｃ視神経が好発部位である。

ｄ著明な髄液細胞数増多がある。

ｅ頭部１１皿RIで造影効果を認めることはない。

１０急性前骨髄球性向血病の寛解導入時の第一選択薬はどれか。

ａアルキル化薬

ｂピンカアルカロイド

ｃインターフェロンｑ

ｄ全トランスレチノイン酸

ｅチロシンキナーゼ阻害薬

－１０９－２－
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１６梢巣捻転につき正しいのはどれか。

ａ６０歳代に好発する。

ｂ両側同時性に発症が多い。

ｃ鑑別診断に尿検査は有用である。

ｄ経直腸的超音波検査が有用である。

ｅ発症から４８時間までは経過観察する。

１１気胸をきたしやすい疾患はどれか。

ａ肺胞蛋白症

ｂ過敏性肺臓炎

ｃサルコイドーシス

dGoodpasture症候群

ｅ好酸球性肺肉芽腫症

１２無痛性甲状腺炎について正しいのはどれか。

ａ男性に多い。

ｂ眼球突出を認める。

ｃＴＳＨ受容体抗体陽性。

ｄ甲状腺超音波で血流充進。

ｅ甲状腺シンチグラフィーでヨード摂取率低下。

１７誤っているのはどれか。

ａサルモネラ食中毒では発熱が認められる。

ｂ腸炎ビブリオ食中毒の原因食品は生の魚介類が多い。

ｃノロウイルスの消毒には次亜塩素酸ナトリウムが有効である。

ｄ黄色ブドウ球菌食中毒は食品を加熱処理することにより予防できる。

ｅカンピロバクター食中毒の治療にはマクロライド系抗菌薬が投与される。

１８腹部ダイナミックＣＴ写真の動脈相を示す。

病変のある部位として正しいのはどれか。

１３腸閉塞の原因となるのはどれか。２つ選べ。

ａ大腸癌

ｂ大腸憩室症

ｃ十二指腸潰傷

ｄＳ状結腸軸捻転

ｅ過敏性腸症候群

１９疾患、病態と治療薬の組み合わせで正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ左心 不 全 ア ン ジ オ テ ン シ ン 変 換 酵 素 阻 害 薬

ｂ両側腎動脈狭窄アンジオテンシン11受容体桔抗薬

ｃ低カリウム血症サイアザイド系利尿薬

．高カリウム血症スピロノラクトン

ｅ急性心筋梗塞一β遮断薬
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１４単純型熱性厘箪について正しいのはどれか。

ａ厘箪に左右差がみられる。

ｂ発作は20分以内である。

ｃ好発年齢は４～５歳である。

ｄ１日に複数回発作を起こす。

ｅ髄液検査で軽度の細胞数増多を認める。

『

腹部ダイナミックＣＴ写真

１５腹膜偽粘液皿で正しいのはどれか。

ａ本当の腫傷ではなく予後は良好である。

ｂ子宮内膜症との関連が指摘されている。

ｃ治療は抗癌剤治療が極めて有効である。

ｄ虫垂原発と卵巣原発との鑑別が必要であるｏ

ｅ子宮頚管粘液分泌腺 が 肺 癖 件 増 抽 Ｌ 順 膜 播 矛

－１０９－３－ －１０９－４－

子宮頚管粘液分泌腺が腫傷性増殖し腹膜播種したものである。



２２急性好酸球性肺炎について正しいのはどれか。

ａ女性に多い。

ｂ気管支瑞息の既往を有することが多い。

ｃ病初期より末梢血中の好酸球増加を認める。

ｄステロイドによく反応するが、再燃も多い。

ｅ胸部エックス線検査では、両側びまん性の浸潤影や胸水を認める［

「Ｆ
‐
“
廷

２０５８歳の患者。心原性脳塞栓症により､意識障害と四肢麻庫が生じている。生じにくいのはどれか。 ２５即時型食物アレルギーの原因検索に最も有用なのはどれか。

ａ食物除去試験

ｂ血清総IgE測定

cリンパ球刺激試験

．ヒスタミン遊離試,験

ｅ皮盾スクラッチテスト

ａ仮性球麻癖

ｂ誤喋性肺炎

ｃ廃用性筋萎縮

ｄ閉塞性動脈硬化症

ｅ下肢深部静脈血栓症

２６胃ＧＩＳＴ（gas杜omtestinalshFomaltumor）について正しいのはどれか。

ａ放射線治療が有効である。

ｂ下血を主訴とすることが多い。

ｃリンパ節に転移することが多い。

ｄ内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）が第一選択である。

ｅ免疫組織化学染色でＫＩＴ（c一睡遺伝子産物）陽'性である。

２１正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ健常成人の赤血球の寿命は約６０日である。

ｂビタミンＢ１２は主に胃の壁細胞で吸収される。

ｃ鉄の必要量は１日あたり成人男性で約１ｍｇである。

ｄエリスロポエチンは腎臓の傍尿細管間質細胞で産生される。

ｅメトヘモグロビンは、ヘム鉄が二価であり、酸素との結合能が高い。

「
毎
口
。

２７横隔膜・腹膜・腹壁疾患について誤っているのはどれか。

ａ先天性横隔膜ヘルニアには肺低形成が合併することが多い。

ｂ腹壁破裂の予防として妊娠中の葉酸摂取が勧められている。

ｃ腰へルニアは経過観察あるいは圧迫のみで改善することが多い。

ｄ先天性横隔膜ヘルニアや腹壁破裂は胎児超音波で診断可能である。

ｅ先天性横隔膜ヘルニアのうち、左BochrI月1ek孔ヘルニアが８０％を占める。

２８不均衡型胎児発育不全の原因となりやすい母体合併症はどれか。

ａ妊娠糖 尿病

ｂ潰傷性大腸炎

ｃ妊娠高血圧腎症

ｄ甲状腺機能冗進症

ｅ血小板減少'性紫斑病

２３高Ｎａ血症を最もきたしやすいのはどれか。

ａＳＩＡＤＨ

ｂＣｕｓｈｉｎｇ病

ｃ先端巨大症

ｄ中枢性尿崩症

ｅプ ロ ラ ク チ ノ ー マ

２４皮府毛細血管炎を呈するのはどれか。

ａ糖尿病性腎症

ｂ紫斑病性腎炎

ｃアミロイド腎症

ｄ結節性多発動脈炎

ｅシェーグレン症候群

２９喫煙について誤っているのはどれか。

ａ妊婦の喫煙により早産のリスクが高まる。

ｂニコチン依存症の治療は保険診療の対象である。

Ｃ喫煙による影響のひとつに慢性閉塞性肺疾患がある。

ｄたばこの煙には発がん物質及び発がん促進物質が含まれるo

eBrinkrn昇ｒｍ指数とは一年間の喫煙本数に喫煙年数を掛けた総数である。

－１０９－６－－１０９－５－



３４紅皮症を来すことの多い疾患はどれか。２つ選べ。

ａ菌状息肉症

ｂ 全身性強皮症

ｃ尋常性天庖惰

ｄ自家感作性皮膚炎

eGibert普蔽色枇糠疹

『

３５慢性副鼻腔炎の症状でないのはどれか。

ａ頭痛

ｂ複視

ｃ鼻閉

ｄ後鼻漏

ｅ水様性鼻汁

３０腰椎椎間板ヘルニアでSl神経根が圧迫され、

障害されると考えられる動作はどれか。

ａ股関節屈曲

ｂ膝関節伸展

ｃ膝関節屈曲

ｄ足関節背屈

ｅ足関節底屈

同側下肢の筋力低下がみられた。

３６エックス線透過性が高い尿路結石はどれか。２つ選べ。

ａ尿酸結石

ｂサンゴ状結石

ｃシスチン結石

ｄシュウ酸カルシウム結石

ｅリン酸マグネシウムアンモニウム結石

３１転移性脳腫傷の原発巣で最も多いのはどれか。

ａ肺癌

ｂ大腸癌

ｃ乳癌

． 腎癌

ｅ胃癌

３７網膜剥離の原因となる病態はどれか。

ａ高眼圧

ｂ網膜裂孔

ｃ眼位異常

ｄ水晶体 融解

ｅ網膜 静脈炎

３２肺癌の縦隔リンパ節転移によって起こる症候はどれか。

ａ血胸

ｂ哩声

ｃ散瞳

ｄ 徐脈

ｅ胸やけ

３８Turner症候群について正しいのはどれか。

ａ高身長である。

ｂ正常卵巣を有する。

ｃ手足のリンパ性浮腫を示す。

ｄ梢神遅滞を伴うことが多い。

ｅ高齢出産で生まれる頻度が高い｡

３３睡眠時無呼吸症候群でみられないのはどれか。

ａ い び き

ｂ日中の眠気

ｃ集中力の減退

．情動性脱力発作

ｅ睡眠中の呼吸停止

３９非定型肺炎の起因菌とその性状の組合せで正しいのはどれか。

基本小体で感染

異染小体の形成

ベロ毒素の産生

封入体の形成
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ストレプトリジンＯの産生

－１０９－７－



４２１９歳の女性。バスケットボールの練習中に突然空気飢餓感を感じ、その後呼吸困難、両手指の

しびれ､硬直が出現。脈拍１０４回／分､整。血圧は110/６４mmHgo経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2）

は９８％であった。

予測される動脈血ガス所見はどれか。

ａｐＨ７，４０±５Ｔｏｒｒ

ｂＰａＣＯ２４６Ｔｏｒｒ以上

ｃＨＣＯ５２４±２mEq/ｊ

ｄＢＥ－２ｍＥｑ/ﾉ未満

ｅＡ－ａＤＯ２１５Ｔｏｒｒ以上

【

４０下痢と腹部膨満感を主訴に来院した患者の新鮮便からラブジチス型幼虫が検出された。

最も感染の可能性が高いのはどれか。

ａ回虫

ｂ焼虫

ｃ 顎 口 虫

ｄ糞線虫

ｅ糸状虫

４３４８歳の女性。３年前に甲状腺癌に対して甲状腺片葉切除およびリンパ節郭清を施行された。術

後の甲状腺ホルモン補充療法は行われていなかった。人間ドックの胸部ＣＴで両肺野に５ｍｍ大の

結節性病変を多数指摘され来院した。転移性肺腫傷と診断し、全身検索を行うも他に異常は認め

られなかった。甲状腺癌術後の肺転移と診断し、放射線内照射治療の方針となった。血液生化学

所見：ＴＳＨ５,７０皿/ｍｊ（基準027～4.20)、Ｆ－Ｔ３３､１６ｐｇ/ｍｊ（基準2.73～450)、Ｆ－Ｔ４１,２４，９/ｄｊ

（基準1.00～180)、サイログロブリン＞lOOOOng/ｍｊ（基準く32.0)、抗サイログロブリン抗体陰性、

抗甲状腺ベルオキシターゼ抗体陰性。

この患者に対する放射線内照射治療で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ’231を用いる。

ｂ残存甲状腺切除後に行う。

ｃ５０％に肺線維症が発生する。

ｄ隔離病棟への入院が必要である。

ｅ治療前に甲状腺ホルモン薬の内服が必要である。

４１３歳７か月の女児。３歳時の健診で乳房腫大を指摘され来院した。在胎40週、正常分娩で出生

した。発達の遅れはない。家族歴および既往歴に特記すべきことはない。身長１０４ｃｍ（+21SD)、

体重１１．３ｋｇ･外表奇形は認めない。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦で、肝・牌を

触知しない。乳房の成熟度はTanner分類のⅡ度に相当する。陰毛と性器出血とを認めない。

成長曲線を作成後、まず最初に行う検査はどれか。

ａＬＨ－ＲＨ試‘験

ｂ骨年齢の評価

ｃ腹部超音波検査

．マンモグラフイ

ｅ頭部単純IvnRI検査

４４８歳の男児。学習の遅れと視覚障害とが顕著になったため来院した。

半年前から多動傾向が出現し、落ち着きがなくなり、会話が混乱することが多くなった。記憶力

が低下し、算数の図形の問題が苦手となった。ｌか月ほど前から急激に視力が低下し、まつすぐ

に歩くことができず、物にぶつかったり転倒することが多くなり、一人では歩くことができなく

なった。視力は両側手動弁の状態で、下肢の深部腿反射冗進と両側の足クローヌスを陽性に認め、

Babmski徴候は陽性であった。三種混合と麻疹ワクチンは接種済みである。

血中の極長鎖脂肪酸分析で、Ｃ24:0/C22:０１３８６（基準値0.628-977)、Ｃ25:0/C22:００．０６１（基準値

0012-23)、Ｃ26:0/C22:００．０２３（基準値0.003-6）と著明な増加を認めた。頭部MRI検査のＴ２強調画

Ｆ
§

像を示す｡

考えられるのはどれか。

ａ脳腫 傷

ｂ脳出血

ｃ脳梗 塞

ｄ亜急性硬化性全脳炎

ｅ副腎白質ジストロフイー

T2強調画像

－１０９－９－ －１０９－１０－
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４７７０歳の男性◎１０年前に心雑音を指摘されたが放置していた。２～３か月前より労作時に動惇と

胸心揃を感じるようになったために来院した。胸骨右縁第２肋間に3/6度の収縮期雑音と胸骨左

縁第３肋間に拡張期雑音を聴取する。心電図および心カテーテル圧データを以下に示す。心臓カ

テーテル検査では冠動脈造影に異常はなく、肺動脈模入圧はｌＯｍｍＨｇであった。

この患者の手術適応はどれか。２つ選べ。

４５５６歳の女性。３回経産。子宮頚癌田2期の診断で、広汎子宮全摘（＋両側付属器切除十骨盤リン

パ節郭清）術後１０日目。術後７日目から尿道カテーテルを抜去し、排尿訓練を行っている。２～３

日前から３７度台の微熱があり、尿失禁の訴えがある。またリンパ節郭清後の骨盤底に挿入したド

レーンの排液は１日あたり１００，Jから増量して1,000ｍｊとなった。

今後の方針として適切なものはどれか。２つ選べ。

ａ飲水制限

ｂ尿失禁の詳細確認

ｃ排尿訓練の回数増加

．下肢リンパマッサージ

ｅドレーン排液性状精査

V§

淵

誰
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1ＶＦ

ａ動‘|季

ｂ胸心痛

ｃ左室肥大

ｄ肺動脈模入圧

ｅ左室-大動脈収縮期圧較差

Vゥ
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'１１

４６５９歳の男性。３０年間のアルコール多飲歴がある。アルコール性肝障害のために内科病棟に入院

したが､入院２日目の夜にベッドから突然起き上がり、点滴を自己抜去した。病室内を歩きながら、

何かをつかまえる動作をふるえる手指で繰り返している。安静を促したが、ぶつぶつと独り言を

繰り返すのみであった。

この病態でみられない症状はどれか。

ａ 不安

ｂ幻 覚

Ｃｌ睡眠障害

ｄ意識障害

ｅ眼球運動障害

周VＲ
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心カテーテル圧データ

ｋ動脈圧手戸＝
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ａ膜性腎症

ｂ糖尿病性腎症

ｃアミロイド腎症

ｄ巣状糸球体硬化症

ｅ顕微鏡的多発血管炎

『

５０５０歳の女性。ふらつきと両下腿浮腫を主訴に来院した。半年前から５ｋｇの体重減少がある。そ

の頃より浮腫を認めるようになり、最近では浮腫が増強し、いつもふらふらする感じがある。身長

１６０ｃｍ･体重45ｋｇ･脈拍50/分、坐。血圧：臥位１１０/74mmHg、立位82/40mmHg・眼臓結膜に

軽度の貧血あり。胸部聴診で心雑音なし。腹部に肝を２ｃｍ触知する。両下腿に浮腫を認める。尿所

見:蛋白３＋､糖（一)、潜血（－)、蛋白定量４９/日。血液所見:Ｈb9.79/dj，Ｈt28％、白血球3,800．

血液生化学所見：総蛋白５．０９/dZ、アルブミン２．５９/dﾉ、ＨｂＡ１ｃ４､９％、尿素窒素８．０ｍｇ/dj、クレ

アチニン０．６ｍｇ/dﾉ。CRP陰性。胸部エックス線検査で心胸郭比45％、肺うっ血は認めない。心電

図では低電位を認めた。本例の腎生検Congored染色所見を示す。

診断はどれか。

４８６５歳の男性。右鼠径部の腫癌に気づいて来院した。日常生活に大きな支障はない。鼠径部1ル

パ節生検を施行し、櫨胞性リンパ腫と診断された。

治療前検査として必要性の低いのはどれか。

ａ骨髄検査

ｂ心機能検査

ｃクレアチニンクリ ア ラ ン ス

ｄＢ型肝炎ウイルスマーカー

ｅ便中Helicobacterpylori抗原

４９６５歳の男性。健康診断で胸部異常影を指摘され、外来受診した。喫煙は２０歳から４０本／日を

昨日まで続けていた。胸部エックス線写真で左肺門部に５ｃｍ大の腫痛影を認める。複数回の熔疲

毎
＄

細胞診が陽性であった。

この患者に現れやすい症状はどれか。２つ選べ。

ａ 多汗

ｂ血疲

ｃ 喧声

ｄ散瞳

ｅ顔面浮腫

腎生検Congo｢ed染色所見

５１２４歳の女性。１週前からの全身倦怠感と発熱、咽頭痛を訴えて来院した。既往歴はない。馬桃

発赤を認め、白苔の付着がある。前頚部リンパ節腫脹を認める。心雑音なし、呼吸音は清。腹部

は平坦で軟、右肋骨弓下に肝を３横指触知する。牌濁音界の拡大を認める。

血液所見：赤血球数386万、ＨｂｌＬ４ｇ/dﾉ、Ｈｔ３５％、白血球数12,000（程状核好中球９％、分

葉核好中球３０％、好酸球１％、好塩基球１％、リンパ球４５％、異型リンパ球１４％)、血小板数

１３万。生化学検査：ASTl921U/j、ALT2041U/ﾉ、LDH460IU/ノ（基準119～229)。

本症の原因となる可能性のある病原体はどれか。２つ選べ。

ａカンジダ

ｂＡ群レンサ球菌

ｃアスペルギルス

．サイトメガロウイルス

eEpstein-Barrウイルス

－１０９－１４－－１０９－１３－



悪
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５４６０歳の女性。未経妊。５１歳で閉経。不正性器出血を認め、産婦人科を受診。子宮頚部細胞診で

異常を認めなかったが、子宮体部細胞診はクラスｖ（腺癌が疑われる）との結果であった。超音波

では、子宮の大きさや卵巣には異常を認めなかったが、子宮内腔には隆起性病変を認めた。子宮

内膜組織診で組織はわずかに採取できたが、明らかな悪性所見は認めなかった。

今後の方針として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ経過観察

ｂ子宮鏡検査

ｃ腹腔鏡検査

。コルポスコピー

ｅ子宮内膜全面掻肥

５２６０歳の女性。夕食後から出現した強い腹痛を主訴に来院した。数年前から健康診断で胆嚢結石

を指摘されていたが放置していた。体温３８５℃・右季肋部に強い圧揃を認める。血液所見：赤血

球４６０万、Ｈｂｌ２４ｇ/dj，Ｈt３５％、白血球13,300、血小板３５万。血液生化学所見：総ビリルピ

ン１．０ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ２３Ｕ/j、ＡＬＴｌ４Ｕ〃、ＣＲＰ５，５ｍｇ/ｄｊ。

初期診断に最も有用な検査はどれか。

ａ腹部MRI検査

ｂ腹部単純エックス線

ｃ腹部超音波検査

d腹部血管造影検査

ｅ上部消化管内視鏡検査

５３６歳の男児。白血病と診断されて抗腫傷薬（L-アスパラギナーゼ）で治療中であった。投与

３日目の朝より腹痛とⅡ厘吐が始まり、腹痛が次第に増悪した。体温373℃、顔貌は苦悶状、腹

部触診は全体で圧痛と反跳痛、筋性防御があり、腸蛎動は低下していた。血液検査は、白血球数

24,000〃/Z，ＣＲＰ１８ｍｇ/dﾉ、アミラーゼ980単位（基準37～125）であった。腹部単純エックス線

５５５０歳の女性。昨年長女が結婚した頃より、月経が不順となった。その頃より、めまい、発汗、

動’倖を認め、何となく漠然とした不安を常に感じ、最近は夜もよく眠れず、食欲や意欲も低下し

ている。

考えにくい疾患はどれか。

ａうつ病

ｂ適応障害 ｄ

ｃ更年期 障害

ｄパニック障害

ｅ甲状腺機能低下症

を示す。

この症例について誤っているのはどれか。

ａ重症化しやすい。

ｂ血清リパーゼ値が上昇する。

ｃステロイド薬が有効である。

ｄ腹部造影ＣＴ検査が有用である。

ｅ蛋白分解酵素阻害薬が有効である。
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腹部単純エックス線
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『
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３５歳の女性。顔面の紅斑を主訴に来院した。１年前から光線過敏に気付いていた。ｌか月前より

顔面に皮疹が出現し徐々に増悪した。数日前より発熱と両側の手関節の関節痛がみられるように

なったため受診した。受診時の顔面の写真を示す。顔面以外に、頭部のびまん性脱毛、上腕には

固着した角化性鱗屑と毛孔性角栓を伴う隆起性紅斑（円板状皮疹)、前腕と下肢には網状皮斑（リ

ベド)、手指には凍循様の紅斑と爪囲紅斑を認めた。

この疾患の診断に最も有用な皮層症状はどれか。

５７５０歳の男性

主訴：頚部腫癌

病歴：３か月前より頚部に３０ｍｍ×４０ｍｍ大の腫痛を自覚したが放置していた。最近喋下時

の痛み、血疾を伴うようになったため受診した。手術の摘出検体を提示する。

5６

誤りはどれか。

ａ舌骨より下方を摘出した。

ｂ主病変は右側の下咽頭である。

ｃ甲状軟骨は摘出した。

ｄ輪状軟骨は摘出した。

ｅ本患者には永久気管孔が設置されている。

Ｌ甘一

‘F１蝋｡鈴翠電鍵誇匂憾侯副寓１犀、
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ａ頭部のびまん性脱毛

ｂ上腕の隆起性紅斑

ｃ前腕の網状皮斑

ｄ手指の凍痘様紅斑

ｅ手指の爪囲紅斑

鞠１，
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手術の摘出検体
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顔面の写真 ５８１８歳の男子。２日前より排尿時痛と尿道不快感、多量の尿道分泌物を認め、当院を受診した。

尿検査では膿尿と尿潜血を認めた。１週間前に異性と性行為を行ったとのこと。

この患者に行うべき治療はどれか。

ａ勝耽洗浄

ｂ経過観察

ｃ抗菌薬 投与

ｄ尿道カテーテル留置

ｅ抗菌薬含有軟膏製剤



肝腎コントラストの明瞭化および軽度の牌1厘を認める。

「『
ＪＦ

Ｌ

６０６５歳の男性。夜間に出現した胸部不快感を主訴に来院した。５年前に高血圧を指摘されたが、

運動療法を行っているのみで薬物は内服していない。他に心血管系の疾患を指摘されたことはな

い。来院時、意識清明、脈拍８８／分、不整、血圧126/８０ｍｍＨｇ，心音呼吸音異常なし、下腿浮腫

５９６０歳の女性。健診で異常を指摘され来院した。飲酒歴や輪巾雁、常用薬はない。意識は清明。

身長158ｃｍ、体重７４ｋｇ･腹部は平坦、欺で、肝・牌は触知しない。血液所見：赤血球３１０万、

ＨｂｌＯ９ｇ/dZ､Ｈt３１％、白血球4,200、血小板９．７万、ＰＴ６８％（基準80～120)。血液生化学所見：

ＨｂＡｌＣ６８％（基準4.3～5.8)、アルブミン３３９/dZ、ＩｇＧ1,614ｍｇ/dノ（基準739～1,649)、ＩｇＭ８２

ｍｇ/dノ（基準46～260)、総コレステロール１２２ｍｇ/ｄｊ、トリグリセリド140ｍｇ/dZ､AST841U/j、

ＡＬＴ９８１Ｕ/ﾉ、γ-GTP621U〃（基準8～50)。免疫学所見：HBS抗原・抗体陰性、ＨＢＣ抗体陰性、

ＨＣＶ抗体陰性、抗核抗体陰性、抗ミトコンドリア抗体陰性。腹部超音波検査で肝表面の凹凸不整、

なし。来院時に記録された１２誘導心電図を示す。

本症例の心調律を正常化することが可能な薬物はどれかＣ

ａアトロピン

ｂベラパミル

ｃリドカイン

.エナラプリル

ｅピルジカイニド

「
一
一
毎
．
厩
唾
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最も考えられるのはどれか。

ａ単純性脂肪肝

ｂ自己免疫性肝炎

ｃ原発性胆汁性肝硬変

ｄ特発性門脈圧元進症

ｅ非アルコール‘性脂肪'性肝炎

１２誘導心電図

－１０９－２０－－１０９－１９－



６３喫煙歴のない５７歳の女性が繰り返す発熱、咳、労作時呼吸困難を主訴に来院した。入院すると

症状は改善し、退院すると増悪する。

気管支肺胞洗浄液(BALF）所見で合致するのはどれか。

ａ好中球７０％

ｂ好酸球３０％

ｃリンパ球８０％

．マクロファージ９０％

ｅ分葉核リンパ球２５％

雨Ｆ
唇
己

６２３５歳の女性。３か月前から早朝の尿がコーラ色をしていることに気が付いた。自然軽快したた

めに放置していたが、１週間前より同様の症状が認められたために、当院を受診した。身長１５３

ｃｍ、体重４９ｋｇ、体温３６．８℃･眼唯結膜に貧血あり、眼球結膜に黄染を認める。腹部に肝牌腫は

認められない｡血液所見:赤血球320万/皿､Ｈｂ9.49/ｄｊ､Ｈt２９，４％､白血球4,500/皿､血小板

322万/“。生化学所見：総蛋白７．１９/dZ，アルブミン４．３９/dﾉ、尿素窒素１９ｍｇ/d/、クレアチニ

ン０．７１ｍｇ/ｄｊ、ＡＳＴ９６１Ｕ/j、ＡＬＴ７１Ｕ/ｊ、LD212551U/ノ（基準176～353)、総ビリルビン２，７

ｍｇ/ｄｊ、直接ビリルビン0.4ｍｇ/dZ、ハプトグロピン≦１０ｍｇ/dZo

本疾患について正しいものはどれか。２つ選べ。

ａ血栓症を合併することがある。

ｂ重症例には牌臓摘出術が行われる。

cSugar-Water試‘験とＨａｍ試験は共に陽性である。

dCD55、CD59の欠如は、赤血球のみに認められる。

ｅ夜間に血液がアルカリ性になることで、溶血発作が起こりやすい。

６１５５歳の男性。会社検診で、血圧148/９２ｍｍＨｇ、血液生化学検査で総コレステロール

２５８ｍｇ/dﾉ、トリグリセリド160ｍｇ/dﾉ、空腹時血糖120ｍｇ/dJ、ＨｂＡｌｃ６､２％を指摘された。テ

レビを見ていたところ、突然目の前が真っ暗となりテレビの画面が見えなくなった。目をこすっ

たり、左右の目の見え方を確認したところ、右眼のみ見えない状態であったが、しばらくすると

霧が晴れるように見えるようになった。他の症状はなく､翌日眼科を受診したが異常なしと言われ、

神経内科を受診した。

診察時、神経所見は異常なく、頭部MRI上も異常所見を認めなかったが、頚部に血管雑音を聴

した。頚動脈超音波所見を示す。

今後の方針で正しいのはどれか。

ａ入院し抗凝固薬を開始する。

ｂ入院し抗血小板剤を開始する。

ｃ外来通院で抗血小板剤を開始する。

ｄ外来通院で生活習慣病のコントロールを開始する。

ｅ入院しt-PA<tissueplasminogenactivator＞を開始する。

取した。

．
↑
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６４７２歳の男性◎意識障害のため搬入された｡１年前から高血糖を指摘されていたが特に何もしなかっ

た。１週前から風邪気味であった。２，３日前から咳と微熱とを認め､前日から食事摂取が不良となっ

た。意識レベルはJCSⅡ－３０．身長１７２ｃｍ、体重５２ｋｇ・呼吸数１６/分。脈拍９８/分、坐。血圧

104/８８mmHg･口唇粘膜と舌の乾燥を認める｡心音と呼吸音とに異常を認めない｡尿所見:蛋白(－)、

糖３＋、ケトン体（一)。血液生化学所見：血糖７６０ｍｇ/dZ，ＨｂＡｌＣ９､４％・抗GAD抗体陰性。

この患者の予想される検査結果はどれか。２つ選べ。

ａＮａｌ５８ｍＥｑ/Z

ｂ尿比重1.011

ｃ動脈血ｐＨ７.ｌ５

ｄＰａＣＯ２３０Ｔｏｒｒ

ｅ尿素窒素４６ｍｇ/d／

頚動脈超音波所見

－１０９－２２－－１０９－２１－
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６７６５歳の男性。３か月前より食欲不振・体重減少が出現し、近医で上部内視鏡検査を施行した。

胃病変を指摘され生検で癌細胞が証明された。これまでIIE気・'1匝吐症状があった。胃の内視鏡写

真を示す。外来初日の採血結果を示す。これまでに高血圧、糖尿病で内服治療およびインスリン

治療（１日３５単位）を行っている。

血液データ：白血球7,600、ＨｂｌＯ２ｇ/d/、血小板２０．１万、アルブミン２８９/d/、ＡＬＰ２０２Ｕ/ﾉ、

ＢＵＮｌＯｇ/dZ、ｒＯ７１ｍｇ/ｄｊ、ＣＥＡ４．６ｎｇ/ｍノ（基準：５０，９/Z以下)、ＣＡ１９－９３８

Ｕ/ｍノ（基準値37Ｕ/ｍｊ以下)、HbA1c8､4％

標準治療として考えられるのはどれか。

ａ術前補助化学療法および胃部分切除術

ｂ腹腔鏡下幽門側胃切除術、Billorthl法再建術、Ｄ１リンパ節郭清術

ｃ開腹幽門側胃部分切除、Roux-en-Y法再建術、術後免疫療法

ｄ周術期補助化学療法および開腹胃全摘出術、RouxenY再建術、Ｄｌリンパ節郭清術

ｅ開腹幽門側胃切除術、Billorthl法再建術、Ｄ２リンパ節郭清術および術後補助化学療法

６５７２歳の男性。血淡を主訴に来院した。１か月前より咳|蝋と微熱を自覚し、市販の総合感冒薬を内

服していた。３日前より痕に血が混じるようになった。意識は清明。体温37.4℃・脈拍88/分、整。

血圧l坐/９０ｍｍＨｇ・両下肺野に乾性ラ音を聴取。両下腿に浮腫を認めた。尿所見：蛋白２+、潜血

３+、沈澄：赤血球３０－４０/l視野、白血球８－１０/1視野、順粒円柱陽性、赤血球円柱陽性。血液

所見：赤血球310万、ＨｂｌＯＯｇ/dﾉ、Ｈt２８％、白血球8,500、血小板35万。血液生化学所見：総蛋

白６．９９/dZ，アルブミン３．２９/dj，尿素窒素４８ｍｇ/dZ、クレアチニン３８ｍｇ/d/・腎生検PAM染色

標本を示す。蛍光抗体法では免疫グロブリン、補体の局在を認めなかった。

この患者の検査所見として考えられるのはどれか。

■

ａＡＳＯ高値

ｂ補体価低値

ｃＭＰＯ－ＡＮＣＡ陽性

ｄ抗dsDNA抗体陽性

ｅ抗糸球体基底膜抗体陽性

－１０９－２４－
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回腸末端部の内視鏡写真

●

‘溌．．．．
６６３３歳の男性◎下血を主訴に来院した。中学生の頃より、有痛性の口腔内の潰傷がしばしば出現

している。また、虫に刺された部位が大きく腫れることが多い。１年前に陰嚢に潰傷が出現した。

１週間前から右下腹部痛と下痢が続き、３日前から下血が出現した。左下腿に結節性紅斑を認める。

血液所見：赤血球235万、Ｈｂ７．３９/ｄｊ、Ｈt２１％、白血球7,800、血小板31万。血液生化学所見：

●
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尿素窒素２６ｍｇ/dﾉ､クレアチニン１．２ｍｇ/dZo免疫学所見

CRP1.5ｍｇ/dZ･回腸末端部の内視鏡写真を示す。

この疾患でみられるのはどれか。

ａＡＣＥ上昇

ｂＨＬＡ－Ｂ２７

ｃ緒巣上体炎

ｄ 問質性肺炎

ｅ乾酪壊死を伴う類上皮細胞肉芽腫

－１０９－２３－

内視鏡写真
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７１６３歳の男性。ｌか月前より徐々に四肢のしびれ､両手の使いづらさ､歩行時のふらつきを認めた。

頚椎エックス線写真を示す。

最も考えられる疾患はどれか。

ａ腰椎椎間板ヘルニア

ｂ頚椎後縦靭帯骨化症

ｃ頚椎椎間板ヘルニア

ｄ頚椎症性神経根症

ｅ転移性脊椎腫傷

６８日齢６の新生児。在胎39週に正常頭位分娩にて出生。生下時体重は２，６５０９、体長は４７ｃｍ、ア

プガースコアは１分値が７点、５分値が８点であった。生後、呼吸障害はなかったが筋緊張低下

と哨乳力微弱を認め経管栄養となっている。全身の皮膚は色白で、手足が小さく、小陰茎と両側

停留精巣を認める。

正しいのはどれか。

ａ高身長になる。

ｂ性早熟症を合併する。

ｃ知能発達は正常である。

ｄ食欲の異常冗進をきたす。

ｅ猫の鳴き声のような甲高い声で泣く。
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６９３８歳の女性。会社員。０経妊０経産婦。体外受精・I玉移植で単胎を妊娠した。妊娠経過に異常

を認めず、妊娠35週、妊婦健康審査のために来院。血圧122/６２mmHg，尿所見：蛋白（士)、糖

（一)、浮腫（－)。111に５～６回の腹部緊満感を認めているが、子宮口は閉鎖。

事業者の対応として、正しいのはどれか。

ａ妊婦健康審査の受診日は、欠勤とした。

ｂ不妊治療のための休業は、病欠として処理した。

ｃ産前休暇を申請されたが、経過が順調なので却下した。

ｄ妊娠１２週までは、流産の可能性が高いので、休業にした。

ｅ母性健康管理指導事項連絡カードの記載に従い、負担の大きい作業を制限した。

－１０９－２５－

７０４８歳の男性。高所での高圧線作業中、地面に横たわっているところを発見された。意識は無く、

右前腕と下腹部に熱傷創があり皮層は黒く焦げていた。

あてはまらないのはどれか。

ａ心電図異常がみられる。

ｂ専門施設での加療を要する。

ｃ呼吸不全で死亡することがある。

ｄ死因の一つとして転落死がある。

ｅ１週経過すればショック状態となることは無い。

頚椎エックス線写真

2階屋根で作業中転落。庭にあった鉄柵が写真のように刺さった状態で搬送され７２８５歳の男性。２階屋根で作業ヰ

てきた。

救急外来で行わないのはどれか。

ａ抗菌薬投与

ｂ鉄柵の 切断

ｃ神経学的診察

ｄＦＡＳＴ（超音波検査）

ｅ破傷風トキソイド筋注
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７５５８歳の男性。会社で会議の予定を忘れたり、外出先で訪問先に行けなくなったりしたために妻

と来院した。朝は自ら着替えて会社にはきちんと出勤しているという。最近のニュースを聞いて

も「さあ､何がありましたかね。あまり注意していないので」と話す。立方体の模写は不完全であっ

た。漢字で住所を書かせるときちんと書けない文字がある。文章の復唱は可能であった。

認められる症状はどれか。２つ選べ。

ａ失行

ｂ失語

ｃ構成障 害

ｄ注意障害

ｅ空間失認

７３３８歳の男性。多飲と多尿を主訴に来院した。５か月前からコップ１，２杯の水を飲んでも、す

ぐに喉が乾くようになった。夜間に何度も尿意を催すため、睡眠不足になっているという。身長

１７０ｃｍ，体重６０ｋｇ・体温37.0℃・呼吸数20/分。脈拍72/分、坐。血圧１１８/７６ｍｍＨｇ･心音と

呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・牌を触知しない。尿所見：尿量4,500ｍ〃日、

尿比重1.001（基準1.005～1.030)、糖（一)。

次に行う検査として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ視野検査

ｂ頭部ＭＲＩ

ｃ状態特性不安検査

ｄ経口ブドウ糖負荷試Ｉ験

ｅ脳血流シングルフォトンエミッションＣＴ（脳血流SPECT）

７４６５歳の男性。検診胸部エックス線写真で､異常影を指摘され来院した。喫煙20本／日を40年間。

身長１６５ｃｍ、体重５８ｋｇ･体温３６．５℃･脈拍６４回／分、整。血圧128/９８mmHg･心音と呼吸音

とに異常を認めない。血液所見：赤血球３６０万/皿、白血球61400/“、血小板３５万/"ﾉ。血液生

化学所見：AST401U//、ALT321U/ｊｏＣＲＰ0.8ｍｇ/ｄｊ。胸部エックス線写真と胸部造影ＣＴを示

す。入院後の精査で肺腺癌と診断されたが､他臓器に転移を示唆する所見を認めなかった。心機能、

呼吸機能を含めた全身状態は良好である。

適切な治療法はどれか。

ａ経過観察

ｂ肺切除術

ｃ化学療法

ｄ放射線治療

ｅ化学療法十放射線治療

７６２か月の乳児。３９週、正常分娩にて出生し、身長、体重の増加は正常である。両親は健康で皮

盾疾患の既往はない。祖父母に血族結婚あり。母親が皮膚の色が白いことを気にして受診した。

頭髪と眉毛の写真を示す。体幹に蒙古斑を認めない。光に反応はあるが追視はない。

謹馳藷'ｒ全一

この患児について正しいのはどれか。

ａ針反応が陽‘性である。

ｂカフェオーレ斑が増加する。

ｃニコルスキー現象が認められる。

ｄ診断には硝子圧法が有効である。

ｅ皮膚癌を発症する可能性が高い。
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胸部エックス線写真
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７９２５歳の男性。両眼の視力低下を主訴に来院した。数年前から、季節に関係なく眼のかゆみが続

いている。顔面はびまん性に潮紅しており､頭部皮盾に色素沈着を認める。視力は右0.9(矯正不能)、

左0,8（矯正不能)。細隙灯顕微鏡検査で､角膜に異常はなく、水晶体の混濁を認める。眼底検査で、

右の眼底周辺部に限局性の網膜剥離を認める。

合併が疑われる疾患はどれか。

ａ皮膚筋炎

ｂ成人Still病

ｃ強直性脊椎炎

ｄアトピー性皮膚炎

ｅ全身性エリトマトーデス

７７２１歳の男性。本日起床時から特に誘因もなく突然激しい回転性めまいに襲われ、持続するため

に来院した。吐気が強く、ＩＥＩ比したという。聴力障害はなく、耳鳴り、耳閉塞感もなかった。手

足のしびれ、舌のもつれなどめまい以外に神経学的異常所見は認められなかった。鼓膜所見には、

中耳炎の所見はなかった。既往症に特記すべきことはないが、２週間前に風邪をひいたという。今

回が初めてのめまい発作である。

本症例の診断として最も疑われる疾患で、予想される検査所見はどれか。

ａ眼振は頭位の変換で誘発され、純回旋性で、眼振に潜伏時間、減衰を認める。

ｂ眼振は定方向性の水平回旋混合性で数時間でおさまる。

ｃ眼振は方向交代上行性頭位眼振で、その眼振は２週間程度続く。

ｄ温度眼振検査では一側の高度半規管麻揮を認める。

ｅロンベルグ検査（Rombergstest）は陰性である。

８０４歳の男児。幼稚園に通っている。昨日から全胸部、背部に発疹が出現した。本日頭部から瞥

部にかけて広がり、発熱も認められたため受診した。手掌や測定に発疹は見られず、咽頭口腔粘７８１７歳の女↓性。38.5℃の発熱と右背部痛を訴えて外来を受診。このような症状は幼児期から何度

か経験しているとのことであった。腹部超音波検査で右腎の軽度な水腎症が認められ（右腎臓超

音波検査画像)、そののちに行った排尿時尿管勝耽造影ではgrademの勝耽尿管逆流が認められた。

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ勝眺尿管逆流の診断では排尿時勝雌造影は禁忌である。

ｂ勝洗尿管逆流では肉眼的血尿を伴う腎痴痛を起こすことが多い。

ｃ水腎症が進行する勝脱尿管逆流に対しては尿管勝耽新吻合術を行う。

ｄ先天性水腎症の原因として腎孟尿管移行部狭窄がもっとも頻度が高い。

ｅ尿管閉塞による水腎症が続くと腎孟内圧上昇とともに腎血流が増加する。 ■

膜に異常は見られない。（写真参考）

疾患について正しいのはどれか。

ａ成人では陣炎を合併しやすい。

ｂ患部はポピドンヨードで消毒する。

ｃ発疹がすべて消失してから登園する。

ｄ発疹以外からはウイルスは伝播しない。

ｅ・免疫不全者には抗ウイルス薬の予防投与が行われるｃ

『
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右腎臓超音波検査画像
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